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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】intact Osteocalcin（OC）は臨床上重要な骨形成マーカーであるが血清試料の取り扱いが難しい。最近、
N－MID Osteocalcin（OC）asayが開発された。N－MID fragmentは安定でありこれを測定するN－MID OC assay
は日常診療の場で使いやすいという面がある。今回血液透析患者においてN－MID OCがintact OCと比較して1）
透析患者での血清試料中での安定性，2）血清 intact PTHや他の骨代謝マーカーとの相関関係、3）骨密度の変
化を反映する点、４）糖尿病透析患者での骨形成の低下を捉える点で優れているか否かについて検討した。 
【対象と方法】白鷺病院で血液透析を施行している男性患者のうち同意を得られた137名（平均年齢：60.4±11.8
歳、平均透析期間：60.6±11.8ヶ月）を対象とした。なおステロイド治療の既往がある者は除外した。血清intact 
OC，N－MID OC，bone－specific alkline phosphatase（BAP），deoxypyridinoline（DPD），intact PTHを測
定した。OCの安定性については4名の患者血清を採血後一定時間室温で放置し、その後凍結保存したものを直ち
に測定した。更にDEXA（QDR－4500）にて橈骨遠位1／3、第3腰椎側面の骨密度を測定した。また137名を89
名の非糖尿病患者、48名の非糖尿病患者の2群に分けて比較した。 
【結果とまとめ】intact OCは室温で1時間放置後すでに優位に減少していたが、N－MID OCは室温で12時間放
置しても変化がなかった。N-MID OCはBAP，DPD，intact PTHとの間に有意な正相関が認められ、intact OCよ
り強い傾向がみられた。N－MID OCは、intact OCでは見られなかった橈骨遠位1／3の1年間の骨密度変化量、
変化率との間に有意な負の相関関係を認め、透析患者における骨塩減少を反映する骨形成マーカーであると思わ
れた。intact OCとN－MID OCは、BAPと異なり、糖尿病透析患者において非糖尿病患者より有意に低下してい
た。 
【結語】N－MID OCは血液透析患者において血清試料の取り扱い、骨代謝の状態を評価し、骨密度減少量、減少
率を反映する点の両方でintact OCと比べ有用である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 intact Osteocalcin（OC）は臨床上重要な骨形成マーカーであるが血清試料の取り扱いが難しい。最近、N－
MID Osteocalcin（OC）assayが開発された。N－MID fragmentは安定でありこれを測定するN－MID OC assayは
日常診療の場で使いやすいという面がある。今回血液透析患者においてN－MID OCがintact OCと比較して1）
透析患者での血清試料中での安定性，2）血清intact PTHや他の骨代謝マーカーとの相関関係、３）骨密度の変
化を反映する点、４）糖尿病透析患者での骨形成の低下を捉える点で優れているか否かについて検討した。 
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 白鷺病院において血液透析を施行している男性患者のうち同意を得られた137名（平均年齢：60.4±11.8歳、
平均透析期間：60.6±33.6ヶ月）を本研究の対象とした。なおステロイド治療の既往がある者は除外した。血清
intact OC, N－MID OC，bone－specifc alkine phosphat se(BAP), deoxypyridinoline(DPD), intact PTH
を測定した。OCの安定性については4名の患者血清を採血後一定時間室温で放置し、その後凍結保存したものを
直ちに測定した。更にDEXA（QDR-4500）にて橈骨遠位1／3、第3腰椎側面の骨密度を測定した。また137名を
88名の非糖尿病患者、49名の糖尿病患者の2群に分けて比較した。 
 intact OCは室温で1時間放置後すで有意に減少していたが、N－MID OCは室温で12時間放置しても変化を認
めなかった。N－MID OCはBAP, DPD，intact PTHとの間に有意な正相関が認められ、intact OCより強い傾向が
みられた。N－MID OCは、intact OCでは見られなかった橈骨遠位1／3の1年間の骨密度変化量、変化率との間
に有意な負の相関関係を認め、透析患者における骨塩減少を反映する骨形成マーカーであると思われた。intact 
OCとN－MID OCは、BAPと異なり、糖尿病透析患者において非糖尿病患者より有意に低下していた。 
 以上のことより、N－MID OCは血液透析患者において血清試料の取り扱い、骨代謝の状態を評価し、骨密度減
少量、減少率を反映する点の両方でintact OCと比べ有用であることが示された。 
 以上の研究結果は、臨床代謝学に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定
された。 
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